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会長挨拶 

 

市川 洋和 会長 

皆様、こんにちは。もうすぐ秋のお彼岸を迎えますの

で、今日はお彼岸について、少し雑学的なお話をしたい

と思います。 

 

◇会長雑学 「お彼岸と六波羅蜜」 

 

皆さんも「お彼岸」と聞けば、お墓参りをして、ご先祖

様を供養する日というイメージが強いと思います。 

では、なぜ「彼岸」というのでしょうか。仏教では、私た

ちが生きている、迷いや煩悩のある世界を「此岸（しが

ん）」、そして悟りの世界を「彼岸（ひがん）」といいます。 
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つまり彼岸とは、単に「あの世」という意味だけではなく、

迷いの世界から悟りの世界へ渡っていくという意味があ

るわけです。 

 

そして、その彼岸へ近づくために実践する六つの行い

が、「六波羅蜜（ろくはらみつ）」です。お彼岸は、ご先祖

様を供養すると同時に、自分自身の心のあり方を見つめ

直す機会でもあるとされています。では、その六つをご

紹介します。 

 

一つ目は、布施（ふせ）です。布施というと、お寺にお

金を納めることを思い浮かべるかもしれませんが、それ

だけではありません。人のために何かを与えることです。 

お金や物を与えるだけでなく、知識や教えを伝えるこ

と、そして不安を取り除き安心を与えることも布施とされ

ています。ですから、困っている人に声をかける、笑顔で

接する、人の話を聞いてあげる。こうしたことも広い意味

では布施の精神につながります。ロータリーでいう「奉仕」

にも非常に近いものを感じます。 

二つ目は、持戒（じかい）。これは、戒めを守り、人とし

て正しい行いをすることです。現代風に言えば、法律や

ルールを守るだけではなく、約束を守る、人をだまさない、

礼儀を大切にするなど、自分自身を律することだと思い

ます。ロータリーにも「四つのテスト」がありますが、「それ

は真実か」「みんなに公平か」と、自分の行動を振り返る

ことにも通じるのではないでしょうか。 

 

三つ目は、忍辱（にんにく）。「忍ぶ」「辱め」と書きます

ので、少し難しい言葉ですが、苦難に耐え忍び、怒りに

支配されないことです。ただ我慢するというより、嫌なこと

を言われたからといって、すぐに感情的になって言い返

さない。「そういう考え方もあるのか」と、一度相手を受け

止めてみる。これは、私がロータリーで大切だと思ってい

る「寛容の精神」にも通じるように思います。 

四つ目は、精進（しょうじん）。これは、正しい道に向か

って、努力を続けることです。「精進料理」の精進と同じ

字ですが、本来は仏道に努め励むという意味です。天

台宗の解説でも、六波羅蜜を日々怠らず実践することの

重要性が説かれています。 

仕事でもロータリーでも、一日だけ頑張ればいいわけ

ではありません。小さなことでも、毎日続ける。まさに「継

続は力なり」です。私の大好きな言葉です。 

 

五つ目は、禅定（ぜんじょう）。これは、心を安定させ、

集中することです。私たちは仕事をしていれば、良いこと
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も悪いこともあります。人間関係で腹が立つこともありま

すし、予想外の出来事も起こります。そんなときこそ、周り

の意見や感情に振り回されるのではなく、いったん心を

落ち着かせる。一日の中で少しでも静かに自分を振り返

る時間を持つことでしょうか。 

そして最後、六つ目が、智慧（ちえ）です。私たちが普

段使う「知恵」と少し意味が違います。仏教の智慧とは、

知識をたくさん持っているということではなく、偏見や思

い込みにとらわれず、物事の本質を正しく見極めること

です。六波羅蜜では、前の五つを実践することによって

真理を見極める智慧を得る、と説明されています。経営

者にも非常に大切なことだと思います。情報がたくさんあ

るからといって、正しい判断ができるとは限りません。人

の意見を聞き、自分の感情を抑え、冷静になって、最後

に「何が本当に大切なのか」を判断する。これが智慧な

のだと思います。 

布施―― 人のために与える。 

持戒―― 自分を律する。 

忍辱―― 怒りに振り回されず耐える。 

精進―― 努力を続ける。 

禅定―― 心を落ち着かせる。 

智慧―― 物事の本質を見極める。 

二千年以上前から伝わっている仏教の教えですが、

現代の私たちにも十分通用するものばかりです。そして

面白いことに六波羅蜜を見ていくと、奉仕、倫理、寛容、

努力、冷静さ、正しい判断と、ロータリーで私たちが大切

にしていることとも重なる部分が多いように感じます。 

 

今年のお彼岸には、お墓参りをしてご先祖様に手を

合わせるだけでなく、「自分はこの六つのうち、どれがで

きているだろうか」と、少し自分自身を振り返ってみるのも、

お彼岸の過ごし方の一つではないでしょうか。私自身も

六つ全部と言いたいところですが、なかなかそうはいきま

せん。特に「忍辱」と「禅定」あたりは、まだまだ修行が必

要かもしれません。 

お彼岸とは、ご先祖様を思うと同時に、今を生きている

私たち自身の心を見つめ直す期間でもある。今日はそ

んな「お彼岸と六波羅蜜」の雑学をご紹介させていただ

きました。ありがとうございました。 

 

幹事報告 

 
酒井 新樹 幹事 

（地区・地域より） 

・熊本地震被害支援のお礼とご報告が届きました。 

・RIバルセロナ国際大会 2027のご案内が届きました。 

・第 24回ロータリー全国囲碁大会のご案内が届きました。 

・越谷ロータリークラブ、越谷東ロータリークラブ様より例

会プログラムが届いております。 

（クラブより） 

・太田会員のメールアドレスが変更になりました。 

・三上会員の事務所移転のお知らせが届きました。 

 

3分間ロータリー情報 

 

小林 操 会員 
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本日は「小林操パストガバナーは何をやっているか」

についてお話しします。 

（1）諮問委員会委員 

パストガバナーになると自動的に地区諮問委員会委

員になり、年 4回程委員会が開催されます。 

 

（2）ロータリー財団監査委員長 

順番的に任命される各担当部門の諮問という役職が

あり、現在ロータリー財団監査委員会委員長になってい

ます。他に管理運営、会員増強、青少年、合同奉仕、米

山他があります。三本さんの面接をしました。 

ロータリー財団監査委員会は、ロータリー財団関係委

員会が適正に運営されているか、客観性を保っているか

等々、助言や監査を行います。 

現在の委員は、浦和東 RC の松村さん、越谷東 RC

の宮下さんと私の 3名です。 

 

（3）インターアクト青少年交換日韓親善事業団長 

日韓のインターアクトの学生が日韓相互訪問をする事

業で、既に 40年弱続けられています。毎年 2月頃訪日

し、3 月頃に訪韓しています。内容は、相互学生家庭の

ホームステイ、交流会開催、交流事業、歓送迎晩餐会等

になっています。 

 

（4）ロータリー米山記念奨学会財務担当理事 

今年度、新たに任命されたのがロータリー米山記念奨

学会財務担当理事です。任期は 2 年で、奨学会の財務

一般の適性をチェックします。 

 

（5）RI理事の選挙人 

もう一つ、地区のパストガバナーの順番で RI 理事の

選挙人になっています。詳細は言えないのですが、

2028-30年度の RI理事を選ぶことになります。 

米山も選挙人も非常に厳しく、秘密保持等を要求され

ました。書類には印鑑証明書添付、実印の押印を求めら

れました。それだけ厳格なのでしょう。 

 

役職的にはこのくらいですが、ロータリーのイベントに

は必ず参加依頼がきます。地区なら幾つかの地区セミナ

ー、各奉仕部門のセミナー、ロータリー研究会等 RI 主

催のセミナー、10月 26日の日韓親善会議もあります。 

 

外部卓話 

 

越谷市国際交流協会 会長 小林 勝 様 

小林様からは越谷市国際交流協会の活動、とりわけ

オーストラリア・キャンベルタウン市との姉妹都市交流を

中心にお話を頂きました。 

（1）経歴と奉仕活動の背景 

・経歴 

越谷市生まれ・育ち。学生時代は石川県金沢市で過

ごし、北陸新幹線開通前から県の観光特使を務める。須

賀氏の父とともに越谷平成ライオンズクラブのチャーター

メンバーとして活動。4年前の解散後は親クラブの越谷

中央ライオンズクラブに在籍。不動産業を営む。 

・他奉仕団体への言及 

主要な奉仕団体としてロータリークラブとライオンズク

ラブを挙げる。シカゴ訪問時、ロータリー創始者の墓の

近くにライオンズ創始者の墓があり、ロータリーからライ

オンズへ人の流れがあったのではと感じた。 

 

(2)越谷市の国際交流と姉妹都市キャンベルタウン 

・越谷市国際交流協会の構成 

「都市交流」「地域交流」「総務」の 3委員会で構成。 

・姉妹都市キャンベルタウン市の概要 

シドニーから南西 53km、車・電車で約 1時間。面積

は 312㎢で越谷市の約 5倍。人口は約 18万人で越谷

市の約半分。 

・オーストラリアの基礎情報 
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 日本から約 8,000km、飛行機約 9時間半で時差は 1

時間。正式名称は『オーストラリア連邦』。面積は日本の

約 20倍、人口は約 5分の 1、人口密度は日本の約

100分の 1。首都はキャンベラ。1901年の連邦成立

時、シドニーとメルボルンの中間ゆえ首都に決定。 

通貨はオーストラリアドル（1 ドル約 97円）。紙幣はプラ

スチック製。選挙制度は、18歳以上の投票が法的義務

になっており、投票率約 90％、不投票は 20 ドルの罰

金。 

・姉妹都市提携の経緯 

越谷市は南半球の類似都市との提携を希望。1981年、

島村市長時代に豪日交流基金へ申し入れ。1982年 4

月、同基金主催シンポジウムにキャンベルタウン市が候

補として招待。 

共通点（赤道を挟み緯度経度が近い、いずれも大都

市から約 1時間）を踏まえ相互訪問を実施し、1984年

4月 11日に姉妹都市提携を締結。 

・キャンベルタウン市の発展 

過去 20年で大きく発展。22年前（20周年時）に約

8000万円で買えた広い土地付き住宅が、2年前（40周

年時）には約 2億円に上昇。 

2026年 10月 26日に「ウエスタンシドニー国際空

港」開港予定。将来はシドニー空港より大規模になる見

込み。 

 

（3）姉妹都市間の交流事業 

・青少年交流事業 

1985年、キャンベルタウン市から青少年使節団受け

入れ開始。1986年から越谷市も中学生〜大学生を派

遣。 

現在、越谷市からは市内中学校の応募約 70名から書

類・面接で選抜された 15名を派遣。 

キャンベルタウン市からは高校生使節団を年 1回受

け入れ。目的は異文化と向き合う姿勢を学び、海外から

見た日本・越谷を体感すること（英語力向上は主目的で

はない）。派遣生は自信を得て人間的に大きく成長して

帰国。 

・ホームステイの課題と協力依頼 

近年、受け入れ家庭が減少（高齢化等が要因）。期間

は 2週間弱のため、受け入れ協力を広く呼びかけ。 

・交流エピソード 

約 20年前では、現地は農薬不使用のため、バーベ

キューに多くのハエが集まったのが印象的。 

約 2年前では、役員宅でのバーベキューでカンガル

ー肉を焼いて振る舞う。屋内車庫に大型グリルを備える

家庭文化を体験。 

・キャンベルタウン市民来訪時 

ホテル希望の 3名はサンクローバーに宿泊。居酒屋

に案内した際、当時のロータリー会長は捕鯨反対国出

身ながら「今日だけはいい」とクジラ刺身をおかわりし、

獺祭の一升瓶を空けるほど日本酒を堪能。 

市長一行を南越谷のもつ焼き屋「山ちゃん」へ案内。

「越谷に行ったら山ちゃんに行け」が申し送り事項になる

ほど好評。 

・今後の交流予定 

2026年 10月 10日・11日、キャンベルタウン市の会

長夫妻が久伊豆神社の秋祭りに合わせて来訪予定。 

・記念事業、施設 

キャンベルタウン市には日本の建設会社施工の茶室

「越谷亭」があり、丁寧に管理。 

越谷市側では、東越谷の大袋地区の公園が「キャン

ベルタウン公園」、大吉地区の公園が「野鳥の森公園」と

命名。 

 

（4）越谷市の地域交流事業 

・地域交流委員会の活動 

市内在住外国人と市民の交流促進が目的。文教大

学・本郷先生の協力のもと日本語スピーチコンテスト等

を開催。 

・越谷国際フェスティバル 

レイクタウンで年 1回開催（2026年開催予定）。各国

料理ブース、民芸品販売、ステージでのダンス、越谷市

空手道連盟による子どもの演武などを実施。 

・外国人中学生への支援 

日本語が不十分な中学生に対し、専門家・ボランティ

アによる高校進学ガイダンスを実施。 
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（5）協会の今後の展望 

・協会の理念 

先達が築いたキャンベルタウンとの交流を大切にし、

50年以上にわたる友情を次世代へ継承。 

国際交流が盛んで誰もが暮らしやすいまち・越谷を目

指す。 

 

小林勝様、越谷市での国際交流に関するお話をあり

がとうございました。 

スマイル報告
・越谷市国際交流協会会長小林勝様、本日はよろしくお

願いします。 

市川 洋和 

・お客様ようこそ。本日も宜しくお願いします。 

酒井 新樹 

・越谷市国際交流協会会長小林勝様、本日はお忙しい

ところありがとうございます。卓話よろしくお願い致しま

す。 

大熊 正行 

・越谷市国際交流協会会長小林勝様、よろしくお願いし

ます。 

小林 操 

・本日小林様、卓話宜しくお願い致します。 

関森 初義 

・お客様ようこそ!! 

太田 靖彦 

・小林勝様ようこそ 

須賀 篤史 

・本日宜しくお願いします。 

松井 昭夫 

・本日もよろしくお願いします。 

大島 直幸 

・お客様ようこそ。本日も宜しくお願いします。 

渡辺 裕介 

・本日も宜しくお願い致します。 

加地 昭俊 

・本日もよろしく! 

小池 和義 

・お客様ようこそ 

平 涼子 

・本日もよろしくお願いいたします。 

石井 秀治 

・お客様ようこそ! 本日も宜しくお願いします。 

杉本 達司 

・本日も宜しくお願い致します。 

奈良部 達也 

・小林様、ようこそいらっしゃいませ。 

松﨑 義一 

・本日もよろしくお願い致します。 

佐藤 要 

・本日も宜しくお願い致します。 

伊藤 純 

・お客様ようこそ。世界平和の為に 

新沼 徹 

・お客様ようこそ。世界平和の為に 

今井 英治 

・世界平和のために。 

橋本 哲寿 

・お客様ようこそ。世界平和の為に 

髙橋 忠克 

・お客様ようこそ。世界平和の為に! 

小林 巧 

 

出席報告 

会員数          48名 

出席者          35名 

出席率          76.1 % 


